
四
五
頁

第
三
十
八
条
の
二
第
八
項
の
項
、
第
三
十
八
条
の
三
、
第
三
十
八
条
の
四
及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
の
項
、
第
三
十

八
条
の
六
第
一
項
の
項
、
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
の
項
及
び
第
六
十
条
第
七
号
の
項
中
「
設
立
団
体
」
と
あ
る
の
は
「

条
例
適
用
設
立
団
体
」
と
、
第
五
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
設
立
団
体
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
設
立
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
地

方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
百
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
条
例
を
同
法
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
対
し
て
適
用
す
る
旨
が
定
款
に
定
め
ら
れ
た
地
方
公
共
団
体

（
以
下
「
条
例
適
用
設
立
団
体
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
設
立
団
体
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
適
用
設
立
団
体
の
条

例
」
と
す
る
。

第
百
三
十
条
第
二
号
中
「
設
立
団
体
の
長
」
の
下
に
「
又
は
設
立
団
体
の
人
事
委
員
会
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
条
中
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
四
条
及
び
第
百
三
十
条
第
二
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第



四
六
頁

六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に

規
定
す
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
同
号
の
標
準
的
な
職
並
び
に
新
法
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
人
事
評
価
の

基
準
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
人
事
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
十
五
条
の
二
並
び
に
第
二
十
三
条

の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
独
立
行
政

法
人
法
第
五
十
四
条
第
三
項
中
「
地
方
公
務
員
法
第
三
章
第
六
節
の
二
及
び
第
五
章
（
第
五
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
第
三
章
第
六
節
の
二
及
び
第
五
章
（
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
五
十
条
の
二
」
と
す
る
。

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）



四
七
頁

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
施
行
日
前
の
直
近
の
勤
務
成
績
の
評
定
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は

、
新
法
第
三
章
第
三
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
、
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

２

任
命
権
者
が
、
職
員
を
そ
の
職
員
が
現
に
任
命
さ
れ
て
い
る
職
の
置
か
れ
る
機
関
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
庁
、
地
方
事
務
所
、
支
所
及
び
出
張
所
、
同
法
第
百
五
十
六
条
第
一

項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
、
同
法
第
二
百
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
地
域
自
治
区
の
事
務
所
、
同
法
第
二
百
四
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
公
の
施
設
並
び
に
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
区
の
事
務
所
及
び
そ
の
出
張
所

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
規
模
の
異
な
る
他
の
機
関
で
あ
っ
て
所
管
区
域
の
単
位
及
び
種
類
を
同
じ
く

す
る
も
の
に
置
か
れ
る
職
で
あ
っ
て
当
該
任
命
さ
れ
て
い
る
職
よ
り
一
段
階
上
位
又
は
一
段
階
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属

す
る
も
の
に
任
命
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
任
命
が
従
前
の
例
に
よ
れ
ば
昇
任
又
は
降
任
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
分

の
間
、
新
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
転
任
と
み
な
す
。

３

施
行
日
前
に
旧
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
採
用
候
補
者
名
簿
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
の
際


